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ちコスモマイシンA ， B については，まず酸加水分解によって得られる構成成分を同定し，次いで温和
な条件で部分加水分解した試料のFD-MSから平面構造式を推定した。一方コスモマイシン C ， D 
は水素化分解によってそれぞれコスモマイシンA ， B に変換されること，およびコスモマイシン A ， B 
















OH 0 OH 門
112 
コスモマイシン A -0 -RhH-Rho-Rho ?
コスモマイシン B -0 -RhH -deFuc-Rho 
(ロドマイシン y)
?




-0 -RhH -deFuc-Rho 
スペクトル等の解析から水溶液中で
コスモマイシン C -0 -RhH-Rho-Rho 
(ß-ロドマイシン s-2) 










で，コスモマイシンと apo-A N -7 -D (AN -7 -Dのアポタンパク質)の結合体の in vivo制癌





ある。同君はStreptomyces cosmosus T M F 518株から見い出されたコスモマイシンを分離し， A ， B , 






コスモマイシンは in vitroで、は抗癌作用を示すが in vivoではその活性が認められないことが知られ
ていた。安東君は別に得られたネオカルチノスタチン様抗生蛋白質AN-7-Dをコスモマイシンに加
えることによって in vivoで、も制癌作用が発現されることを見い出し，その物理化学的性質を研究した。
以上のように安東君の研究はコスモマイシンという新抗癌物質の構造を解明した後に，より制癌効果
を高めて優れた薬剤創出への可能性を開いたものであり，博士論文の業績として十分価値あるものと認
める。
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